
雨水流出抑制施設設置のお願い 

水害の危険 

 近年、急激な市街化により、緑地面積が減少したため、雨が降ると流域から一挙に大量の雨水が河川や下水道

に流入し、各地で水害が頻発するようになりました。 

 

総合的な治水対策 

 東京都では、河川改修、下水道整備・拡充を行っていますが、これらの対策に併せて、流域対策など複数の取

り組みによって水害を防ぐことを「総合治水対策」とよんでいます。 

 

 

雨水流出抑制施設設とは？ 

 総合的な治水対策の一環である流域対策を推進するために、 

雨水の流出抑制を目的として設置する貯留施設（貯留槽など）、 

浸透施設（浸透ます・浸透トレンチなど）のことをいいます。 

 

 

流域対策量 

 渋谷区は、神田川流域と渋谷川・古川流域に分けられます。流域対策量は、いずれも 600㎥/ha です。 

建築計画の際には、貯留施設や浸透施設を計画し、敷地面積に見合った流域対策量を確保してください。 

敷地全体に降った雨水が満遍なく雨水流出抑制施設に流入することを基本として、計画してください。 

 

例：敷地面積が 850㎡の場合 

850㎡×0.06㎥/㎡=51㎥ 

よって、51㎥の対策量が必要となります。 

この対策量を満たすよう、貯留施設や、浸透施設を計画してください。 

 

技術的事項 

 雨水流出抑制施設の技術的事項は、渋谷区が別途定める「雨水流出抑制施設技術マニュアル」を標準としてく

ださい。 

 浸透施設に係る浸透量の算出方法の詳細については「東京都雨水貯留・浸透施設技術指針（以下、技術指針と

いう）」（東京都総合治水対策協議会）を参照してください。 

 技術指針は、東京都総合治水対策協議会のホームページからダウンロードすることができます。 

http://www.tokyo-sougou-chisui.jp/shishin/index.html 

 貯留施設の放流量は、放流先の流下能力を超えないよう、当面の間 0.026 ㎥/s・ha としていますが、東京都

下水道局中部下水道事務所の指導を必ず受けてください。 

 

 

【問い合わせ】 

渋谷区 土木部 道路課 道路維持係 

電話 3463-2794 

 


